
 
 

平成 22 年 7 月 30 日 
各  位 

会 社 名 愛 知 製 鋼 株 式 会 社 

代表者名 取締役社長 安川 彰吉 

                                                        （ｺｰﾄﾞ番号: 5482 東証・名証 第 1部） 

問合せ先 取締役経理部長 知野 広明 

                                                           （TEL.     052‐603‐9227） 

 

    業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年4月28日に公表した業績予想及び配当予想を、下記のとおり修正いたし

ましたので、お知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正 
(1)平成23年3月期第2四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

      ―
百万円

         ―
百万円

―
百万円 

― 
円 銭

―

今回修正予想（Ｂ） １０２,０００ ５,５００ ５,０００ ３,７００ １８.８６

増減額（Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ―

増減率（％） ― ― ― ― ―

(ご参考)前期第2四半期実績
(平成22年3月期第2四半期)

７３,８９９ △３,７５６ △４,１４１ △４,３３０ △２２.０７

 

(2)平成 23 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

１９４，０００
百万円

７,０００
百万円

６,０００
百万円 

４,７００ 
円 銭

２３.９６

今回修正予想（Ｂ） ２０６，０００ １１,０００ １０,０００ ６,５００ ３３.１３

増減額（Ｂ－Ａ） １２,０００ ４,０００ ４,０００ １,８００ ―

増減率（％） ６.２ ５７.１ ６６.７ ３８.３ ―

(ご参考)前期実績 
(平成 22 年 3 月期) 

１７４,２７８ ４,３１３ ３,９０６ ６,６２５ ３３.７７

 

(3)平成23年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

―
百万円

―
百万円

―
百万円 

― 
円 銭

―

今回修正予想（Ｂ） ８４,７００ ４,２００ ３,８００ ３,２００ １６.３１

増減額（Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ―

増減率（％） ― ― ― ― ―

(ご参考)前期第2四半期実績
(平成22年3月期第2四半期)

５９,７０５ △３,８０４ △４,１１７ △４,２６５ △２１.７４



(4)平成 23 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

１６１,０００
百万円

５,７００
百万円

５,０００
百万円 

４,３００ 
円 銭

２１.９２

今回修正予想（Ｂ） １７４,０００ ９,０００ ８,０００ ６,０００ ３０.５８

増減額（Ｂ－Ａ） １３,０００ ３,３００ ３,０００ １,７００ ―

増減率（％） ８.１ ５７.９ ６０.０ ３９.５ ―

(ご参考)前期実績 
(平成 22 年 3 月期) 

１４１,０９３ ３,１５３ ２,６４０ ５,９６６ ３０.４１

 

（5）修正の理由 

平成 23 年 3 月期の業績予想につきましては、平成 22 年 4 月 28 日の決算発表時に通期の予想数値

のみ開示し、第 2 四半期累計期間の予想数値を開示しておりませんでしたが、第 1 四半期の業績及

び今後の需要見通し、原材料価格の動向等を勘案した上で、第 2 四半期累計期間の連結及び個別業

績予想を開示するとともに、既公表の通期の連結及び個別業績予想について、上記のとおり修正い

たします。 

なお、当社は、平成 21 年 3 月期に繰延税金資産の全額取崩しを行い、その後、収益の回復に伴い、

前期（平成 22 年 3 月期）において、その一部を再計上しました。今後につきましても、一定の収益

確保により繰延税金資産の追加計上を行う予定ですが、今回の業績予想には繰延税金資産の追加計

上による影響（当期（四半期）純利益の増加）は織り込んでおりません。当期の業績の進捗状況と

次期以降の業績見通しを踏まえながら、スケジューリング可能な繰延税金資産について回収可能性

があると判断した時点で業績予想へ反映させる予定です。 

 

          

２． 配当予想の修正 
（1）修正の理由 

当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要課題の一つと位置づけており、配当につきまして

は、将来の事業展開に必要な内部留保を確保しながら、業績、財政状態及び配当性向等を総合的に

勘案して、株主のみなさまのご期待にお応えしていきたいと考えております。 
当期の配当予想につきましては、前回公表（平成 22 年 4 月 28 日）時点では、経営環境の先行き

が不透明であることから、配当予想を未定としておりましたが、上記の業績予想を踏まえ、下記の

とおり修正させていただきます。 

 

（2）修正の内容 
 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期 末 年 間 

前回予想 

（平成22年4月28日発表） 

円 銭

（未定） 

円 銭

（未定） 

円 銭

（未定） 

今回修正予想 ５.００ ５.００ １０.００ 

当期実績 ― ― ― 

前期実績 
（平成 22 年 3 月期） 

 
２.５０ 

（普通配当 ２.５０）
（記念配当   ―  ）

 

６.００ 
（普通配当 ５.００）
（記念配当 １.００）

８.５０ 
（普通配当 ７.５０）
（記念配当 １.００）

 

                                     以 上 


